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｛まじめに

第 2次大戦直後10年にわたってアルゼンチンの

政権を担当したペロンの下でし、くつかの電要な経

済政策が実施されたが，その一つがイギ l）ス資本

の支配下にあった鉄道の悶有化であった。この鉄

道固有化は，アノレゼンチン側の強力なナショナリ

ズムの高揚によってイギリスによる鉄道支配が駆

逐されたという，いわゆる先進国に対する後進国

側のナショナリズムの勝利として単純，明解に断

じてしまうにはあまりに複雑な経緯をたどって実

現したことに注呂しなければならない。

というのは，この国有化は，第 2次大戦直後の

重大な国際金融問題であったポンドの交換性回復

L、主

今 ユ土井 子

への過程と密接にからみあっていたがらである。

このポンドの交換性をめぐる交渉は国際経済全体

にかかわる戦後処理の問題であり，債務国イギリ

スと債権国アルゼンチン間の具体的な交渉自体も

＇ ~ll寺の国際経済情勢力ミらの規制を少なからず受け

ることになった点に留意しなければならない。

ふり返って鉄道悶有化に関する研究をみてみる

と，アルゼンチンでいくつかの成果済発表されて

ヤるのに対し，イギ 11スでは公表されたものでみ

る限り本格的にはとり組まれてこなかったといわ

なければならたい。また前者における研究は国有

化をめぐる自国内の反響と自国にとっての政治紅

済的意味の究明に傾斜するものが多く，そのため

当時の国際経済を背景とした両国の経済関係の中

で相対的に評仙するという視角が明憾に打ち出さ

れているとはし丸、がたいものである。ところがポ

ンド処理の一環としてのこの国有化は，ひとりア

ルゼンチンにとってだけでなく，当時深刻な経済

問題をかかえていたイギリスにとってもかなりゑ

んな閥題であにその意味からもこの鉄道国有ι
は両国の経済状態，それに基づく政治交渉力およ

び両国内の反響などが交錯する中で相対的に位問

づけられなければならない課題であると考えられ

る。こうした視角から固有化実現に至るまでの経

緯を客観的にあとづけ，事実関係を明らかにする

37 



Ⅰ　国有化以前のアルゼンチンにおける鉄道業
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表と第 3表は対アルゼンヂン投資の主要分野を各

々1910年と 1940年について示したものである。

れからわかるように，同年ともに鉄道投資が最大

アルゼンチという作業を基礎においてはじめて，

ン鉄道国有化の総体的な評価が可能になるのであ

浅り i土細分｛じさ ;jLてL、で政府公債がこれに次ぎー

も〉。

こう Lた問題意識はこれまでに十分な研究

成果を与えられてきたと；れ、えないのである。

そこで本稿ではこうした観点に立った分析を行

なうことにより鉄道国有化の経済的な意味を検討

る -/J~ヘ
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有化実施に直接的な契機を与えることに九リ／こポ

ンドの交換性をめぐる問題をとりあげ）；＼＇＇； 2次た戦

直後の国際金融情勢をみていくことにより， HlH

化の国際経済的な背景を明らかにするc 血でi'tf 
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その歴史的推移をみていくことにしよいてまず，

ここに対アルゼンチン投資に問するいくつか

その特色として次J〕上うな二との表を掲げたが，

がし、えよう。

ワ。

第 1に資本輸入相手同については、す； 1友にみ

るとおりイギリスが歴史的に常に高い待J[tを11:iめ
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（出所）

このことは第 2次大戦直後にまで持ち越

されている，第 2にその投資分野について。第 2
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たいと思うが，その大まかな推移を述べれば次の

ようになろう。まず投資の収益性は年代および路

線によりかなり異なっており，ことに公有と私有

アルゼンチンの鉄道国有化

と？は大きな差異がみられる。第 1図政鉄道創設

期から1940年代初めまでの鉄道部門の収益率（注1)

色鉄道全体と，公有，私有鉄道別に示したもの

である（注2）。この図からいえることは，鉄道全体

の収益率は，その倉リ設期である1850年代後半には

-3.67%とマイナスを記録しているが，その後周

期的な変動を繰り遮しながら， 1870年代初めと

1880年代の中頃に二つの大きなピークを描いてお

り，この時期がアルゼンチンにおける鉄道ブーム

だったのである。そうして1890年恐慌でかなりの

落ち込みをみせた後緩慢な回復が続き， 1900年か

ら1920年までにいくつかの小山を描いているが，

その聞の最高収益率は 5%をわずか上回る程度に

とどまっている。 20年代に入って 1度だけ 6%を

l二回る年があるが， 1930年代に入ってからは収益

第 1図 鉄道部門収益率推移（1850年代～1940年代初〉

6 

4 

3 

i
ト

2

1

0

1

 一一鉄道全体

一一私有鉄道

ーー公平干鉄道

関~50 l師一一首「 ~寸布r--1扇面一一寸夜。 1釘5一一寸両

(!ti）ヲr) Ministerio de Obras P古blicaヘDirecci白nGeneral de Ferrocarriles, Estudfstica de los Fen町 arriles

en Explotacion, Torno XIX, 1910, Buenos Aires, 1914, pp. 328-329，および TornoXLIX, Ejercicio 1940-

41, 1943, pp. 222-225, pp. 254-255より作成。
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本の沈滞傾向が定着気味になっていく。 1930年代

における乙の私有鉄道の収益事低下領向は，次に

述べる公有鉄道の収益績ときわめて対照的であ

る。さて公有鉄道であるが，その収益率の動さは

資料の制約 J:1912年以降iこっし、てしか明らかにで

きなかったが， 1930年代に入りそのヒ昇傾向が続

いていること， したがって収益率における公有，

私有鉄道i司の格差がしT二いに縮小してU、る二どが

読みとれるであろう。
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書喜 2 2お
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このようにして， 19世紀後半に経験した鉄道ブ

ームは1930年代に入ってその熱気がさめ，鉄道業

はこの頃から投資対象としてのうまみを喪失して

いったとみてよいであろう。

以上のことを主要な私有鉄道会社日ljにみておこ

う。資本金総額における上位4社 BuenosAires 

Great Southern Railway （以下サザーンとするみ

（、cn1ralArgentine Railway （寸J: トラyレ），Buenos 

Aireメ Western Railway （ワヱ三ターン）， Buじnus

E ーパシフイック

ーーウェスターン
吋』サザーシ

一ーセントラル

1910 1920 1930 1940 

（出所〉 1'v1inisterio de Ohras Public民 Direcci6nGeneral de Ferrocarriles, op. cit., Torno XIX, pp. 346-347, 

Torno XLIX, pp. 226 227, pp. 230 235よ I){1成。
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Aires and Pacilfic Railway （パシフイツク）にお

ける収益率の推移は第 2図に示すとおりである。

この 4社は鉄道網敷設キロ数，走行圏，輸送状況

などの点からみても 4大主要幹線とされてきた

ものであり，いずれもイギリス法人会社であった

〔注3）。この図から次の上うなことが読みとれよう。

第 1に各会社の創立期における収益率に関して二

つのタイプに分けられること。すなわち鉄道経営

開始時期にかなりの経営難に遭遇するものと，開

始当初から順調な収益率の伸びをみせるものとで

ある。前者の例としてウェスターン，パシフイツ

ク両社の創設期におけるマイナスの収益率に加え

て，またセントラノレの場合も，鉄道敷設後も採算

性の点からその後背地の開発を待つため運行開始

を延期し，また開始してからもその収益率の！二昇

が比較的緩慢であったことなどからこの分類に入

れることができる。後者の分類の典型例はサザー

ンであり，すでに創業期から豊かな牧畜業中心地

を後背地に持ち，収益率の順調な伸びを示してし、

る。

ところでここで注意しておかなければならなU、

のは，収益率に対するアルゼンチン側からの保証

制度であり， 吋定の収益本を達成しない場合，ア

ルゼンチン政府または州政府が，鉄道会社に対し

てその不足分を支給するという制度が存在してい

たことである。その保証率は通例7%とされた。

これは鉄道経営が軌道に乗るまでの創業期の危険

負担を免れるという意味で会社側にとっては非常

に有利な制度であり，ここでとりあげた4大主要

幹線のうちウェスターンを除く 3社とも創業当初

この制度の思恵に浴したのである。したがって第

2図に示された各社の低収益率が必ずしもすべて

その会社自体の負担によったのではなくて，かな

りの部分がアルゼンチン側の保証制度に基づく支

アルゼンチンの鉄道国有化

出によって補填されたのであり，鉄道建設初期に

おける投資意欲を刺激する手段としてこの制度が

用いられたわけである。第 2に，各会社間の収益

率格差についてであるが，経営年数が増加するに

つれ各曲線が重なり合ってくる傾向がみられるこ

と，すなわち19世紀後半においては各社の創業リ

スクなどからの影響で各収益率曲綜が個々かなり

事離した動きを示しているが， 20世紀に入ってか

らはその事離幅が縮小されてきている。たとえば

鉄道ブームの現われ方についても， 1880年代前半

のブーム期において各社の収益率が17%を越える

ものから10%を割るものと大きな格差がみられた

が，その後それが縮小されて各会社聞の収益性に

均等化のきざしが現われてきており， 1930年代の

収益率低下も 4社共通にみられる。このように，

主要な私有鉄道会社別にみた場合でもやはり， 19

世紀後半にみられた鉄道ブームの熱気は20世紀に

入ってやや冷却の道をたどり， 1930年代には鉄道

投資における収益率の低下は各社共通の現象とし

て現われてきていることがわかる。

それでは次に，投資対象として，鉄道を他の投

資分野と比較するとどうなのであろうか。この点

について20世紀初めに市場調査を行なったワトソ

ンは次のように述べている。 「アyレゼ、ンチン共和

国の繁栄はイギリス金融会社による鉄道建設への

莫大な投資なくしては不可能であった。この国で

は土地の抵当に対して 8%の利子を支払ってお

り，この利率から他の投資を考えた場合，鉄道に

おける 7%配当率は，不当に高いものとはいえな

い。とくにいなごやひでりによっていつ何時鉄道

部門全体の年間収益金部が，食い尽くされてしま

うかも知れない状況を考慮すればなおのことであ

る」借りとして，当時主要な私有鉄道会社の普通

株配当率が7%前後であった事実を考慮しなが
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｛頃1,1］が5怠主，pたといえよう。
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！日終投資残／：j 合計

分7長N: 201を事己J,,'}_fJ手イキ I) 王と γ メ I)

カとの問で投資シ工アーをめぐる競合が激しくな

った冷凍業などとは異な寸てL、た。

第 4表と第 5友i土19:16年における一対アルゼンー千

ン投資の 2大国であるイギリスとア j l）カの投資

分野を示ーしたものである。両表では投資分野の分

こぴ〉こ u土，った。

P年［古可、

一
！何J政 43.4 

100，。

( /1:1戸！「） United States Department of Commerce, 

ゆ iit., p. 7より作成。

Gt) 水 19:-l4?fの同．小II，市町村公債の残高。

と入,, 
また第 5支ーでは山：接投資

と公憤の統計年次に 2年のずれがあって噌両者の

類方法が異なっており，

またイギ%をかなり下回っていると推測されるの

五tされる範囲内で両

国の対アルゼンチン投資を特徴イけるとすれば次

のようになるであろう。まずイギリス投資におい

比較検討には制約が伴うが，

リスの公債が15.2%と相対的に小さい比率である

アメリカのそれは43.4%と半分に近い

詐1］合を占めてし、0φさ九に注目すべきこととして，

製造業がアメリカにとって重要な投資分野になっ

のに士、tL,/' J I）カ

の 方i土輸送および公共施設を合才）せて25.2%とL、

鉄道投資そのものは25.2

ては鉄道が62%を占めているのに対し、

う低い割合でしかなく，
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にあど17］；ンド残高を他闘の通貨に交換したいとい

う強い要求は起こらなかった。すなわち1939年の

第 2次大戦勃発前には「スターリング地域への加

定平価を維持することを否定寸る珂：！±1iまほとんど

存注しないJ（注4）状態にふー，たのでふる。

しかしながら戦後になってからはCの聞の事情

がかなり変わってきた。それには鱗 2次大戦によ

るイギリス経済の破壊が色濃く投影されていたと

思われるので，次にイギリス経済を対外関係中心

にしばらくみていくこと iしょ九。

f二千リスの商品貿易赤字幅の拡大は第6表にみ

られるとおり，すでに両大戦間に現わ九ていた。

産業革命の先駆者として工業製品をt!I；界に輪出

った。イギリスを中心とする貿易関係はこうした

金融的特ひ、つきに支えられたがら， その安定化が

盟は多くの国ぐににとって『当然』の政策であり，

不利益な点は無視できる程度であった。

てロンドンに残高を持ちス守ーリンプとの間に回

ての貿易ノfターンは，イギリス工業における技術

策新の遅れによって変形されるところとなったの

である。たとえばその石炭産主Lt I :1ーロッパ大

陸の111］産業の発達により fIリスの炭坑は対抗で

次のような二つの基本的な特徴をもっていた。そ

れはー〕〉に「加盟国が保有する外貨は p ンドンに

保管されーて国際間取引の処理に引いもヲれること，

こつに若干の例外を除いて，加盟国の通貨とスタ

ーリングとは固定交換比率を維持する」山3）であ

また－iiiえは蒸気船の運航に

おいとも石油にとって替わらhi一二 I'・ nひ。さらに

繊維業も日本などからの安価な製品に対抗できな

主な有力産業の国際的競争力は両大戦間

はかんれたのであり，そう Lに1'1EL｛衣伊関係の中

ロンドン

かわりに食撞と原材料を輸入するというかつ

したがっ

にあ.＿，て，少なくとも戦前｛こむし泊正；：し

きない競争を挑まれ，

くなり，

し，
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こうした傾向は第 2次大戦により一層強化され

るととろとなった。国内の軍需生産が拡大され，

かっ枢軸側からの経済破壊が続く中で輸出力は衰

退の一途をたどりながら，他方輸入の方は，国民

生活と軍事上の必要性からみて縮，J、の可能性は全

くなかった。第6表にみられるように大戦中の入

超楢は拡大するばかりで，最高時には輸出総額。

6描近く，最ff＼：；でも輸出をわずかに下回る程度iこ

まで及んだ。この膨大な入組額は貿易外収入と利

子，配当収入などによっては到底まかないきれゐ

範囲のものではなく，その結果として対外資産の

売却が余儀なくされることになったのであるc 第

7表にみられるとおり， 1939年には34億9αXlJTポ

ンドであったイギリスの対外投資雄高が，大戦の

終結した1945年にはその 7割に減少してヤる。

「イギリスはヒットラーとの戦争に勝利するため

その多くの海外投資と海外貿易のほどんどを犠牲

にし」（注7）なければならなかったのである。

しがし戦後の事態はより一層困難な状況になっ

ていた。戦時中イギリスは， 1942年2月23日に締

結された武器貸与法に基づいて，アメリカ合衆国

より軍需品，食糧，その｛むの日常必？需品の援助，

あるいは役務の提供を受けたが，それはドルに換

算して約310億ドルに上ったといわれ〆ている。そ

の見返りとしてイギリスからは 1伽億ドノレ相当分

がアメリカに送られた（注8）。こうした多大の援助

がイギリスにとって軍事，生産両面において大き

な救いとなったことは，改めて指摘する必要もな

い。どころがこの武器貸与法は大戦の終結ととも

に1945年9月2討をもって廃止されることになっ

た。アメリカ政府のとったこの急な措置は，戦後

の経済復興をめざすイギリスにとって当然の二と

ながら大きな痛手を与えるものであり，イギリス

からアメリカ，＇，の強力な抗議が行なわ.！ 1,ると二ん

46 

第7表 イギリスの海外投資残両

（単位： 100万ポンド）

年 投資残 l白J i よr 投資伐高

1926 3,896 1939 3,490 
27 3,990 40 3,338 
28 4,000 41 3 ,()Lfj 
却 3,738 ,12 2,87] 
30 3,725 ,r-i コ，（i臼（）

31 3,700 44 2,544 
32 3,640 45 2,417 
33 3,665 4(i コ，329
34 3.714 47 2,274 
35 3,789 48 1,967 

36 3,764 49 2,036 
37 3,75:l so 2,020 
38 3,545 

（出所〉 British Shareholders Trust, United 

Kingdom Financial Survey 1913-1952, 

London, J 953，より技すい。

となった。しかし武器貸与法の廃止そのものは避

けることができず，それにかわって，英米金融協

定の締結を目的とする交渉が開始されたのであ

る3

同協定の交渉過程においてイギリス側は自国経

済の復興を最優先する装勢をとり，またアメリカ

側；土自由主義経済閣における多角的な貿易体制へ

の復帰を強く主張してその実現のためには自由主

義陣営の主I要メンメー？あるイギリス経済の復興

をまず急務と考えていた。同協定の締結により協

定発効日から1951年末までの問l乙戦後のイギリ

ス経済復興資金として「米国政府ほ英国政府に対

し， 37億5000万ドルを限度として借款を供与」

惟りすることが約束された。この復興資金の貸与

を受けてイギリスは自国経済の立直りに励み，国

際経済関係の自由かっ多角的な体制の確立に努め

るはずであった。

しかしこの協定はあまりにもイギリス経済の疲

弊を軽度に見積もりすぎていたし，イギリス側も

実際の重症度をアメリカ側に納得，認識させるだ

けの交渉力をもち合わせていなかった。 ドメリカ
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政府からの37憶5000万ドノレ，カナダ政府からの12

億5000万ドル，合わせて50億ドルの借款額は当時

のイギリス経済が必要とする金額にしては，はな

はだ不十分なもので，自国経済の復興を達成し，

国際経済の自i±l，多角化を実現するという基本）j

針はほどなく暗礁に乗り上げることになったので

ある それがer.L ドの空換性停止であった。イギ

リス政府によるこ二の措置はスター I）ング諸国おと

びそれらと交易関係をもっ国ぐにに大きな影響を

及ぼし、アルゼンチンもその大きな波紋の輸のij1

にとり込まれていったのであるが，それでは次に

ポンド交換牲の1司復から停止に至る生での経持に

ついてしばらくみていく二とにしよう。

英米金融協定に基づく借款の目的は次のように

定められてし、る。 「本借款の目的は，米国におけ

る英国の物資および役務の購入を促進し，戦後過

渡期における英！誌の経常勘定収支赤字を償うのを

援助し，英国が金・ドル準備を適正な水準に維持

し，実国政府が，本協定ならびに他の協定に規定

されている多角貿易の義務を負えるよう支援する

ことにある」岨JO）。ここにおける超草の主旨は，

自由主義世界の経済を担う国としてイギリス経済

の復興を重視し，そのことが国際経済の多角化体

制を推進する三とになるというものであった。し

かしながらガードナーも指摘するように， ［貿易

多角化の義務が妥当なものであり，英国がその能

力の範囲内で支援できるものであればj位 1n，英

国の復興と国際経済の多角化は両立しうるが，［そ

の義務があまりに祷が玄く，きわめて短期間じ遂

行されなくてはならないものであれば，それは英

国の対外準備、国際収支ならびに米国商品の輸入

能力を大いにそこなうことになるい注12）であろ

う。さきにも述べたように，イギリスが受けた借

款はアメリカft衆国およびカナダから合計50億ド

ア Jl ,_, ＞チ／ 0）鉄道国有｛じ

ノレであったが，これは英米金融協定締結のための

「ワシントン交渉で英国が提出した戦後過渡期に

おゆる国際収支赤字の見積額j(itl3)と合致するも

のであり，これはその後のイギリス経済および国

際情勢仁おける好ましくなν変化を十分考慮に入

れていない額であると同時に，他のスターリング

地域諸国の赤字を除外するものであった。この意

味からも、 50億ドYレという額はイギリス経済の復

興を十分約束しうる額ではなかったのである。

それでは貿易多角化の義務はどのようなもので

あったのであろうか。そのうち最も重要なのは経

話取引tニおけるポンドの交換性を，一部の刊外を

除き，協定発効日から 1年以内L実施するという

規定であったが，それまでに蓄積されたポンド残

高lまこの条項から除外されていた。そしてポンド

残高については別途次のように規定された。 「英

l司政府t土、ポンド地域その他諸国により蓄積され

たポンド残詞を早期に処理するため，処理に先立

って（英国政府の軍事支出にもとづき今後取得するもの

で，関係国との協定により同じ扱いを受けるものを含む），

場合によって異なるが，関係諸国との間で協定を

結ぶ意図を有するものである。ポンド地域諸国と

の清算は，蓄積された残高をよ三つの範鴫に分けて

行なうものとする。

.a) 直ちに解除され，他の？いかなる通貨にも交

換可能となり，経常取引の決済に使用できる

残高。

（同 同じように解除され， 19日年を初年度とし

て，何年かにわたって年賦で清見される残

高。

(c) 戦時中および戦後債務の決済に充当するた

め，ならびに、関係国がかかる決済により期

待される利益を考慮、して調整される残高。

英国政府は，これらの取決めを早期に完了する

47 
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ためにふ九ゆる努力をJム7七のとすら｜什十［，j)

この規定は治権許諾問係火事I：＼，！でなY、γ ＜ lj }; 

；／；、債務当手間であるイギ！！スとのi]i］に，］ミン！？残

高処理の県本線をIぞ七、たもので、本来なム債権訪

問が1円安全／J¥Iわったうえで行なわjlなければhらな

い七のであ－，た；ニιか刀、わらず， fr引長所有、IJ’hTfiJ

不if：のiごで決定さ jI たのであるの式探fi'l壬詰；i二本

づく 1200｛怠ド IC以 1-.（／）対実純fi'Hをを全額棚上lf 

UU:,)Lた7'! 1）力としては唱えf実｛員権のす与くが判

事国間の協訟でi'l発的に放棄される三とを少iこか

らず期待していたのであるが．オーストヲ 1) －，’ど

二ゴーデーランドに上る一部債権問i：げはl川、ti例

外的であり、｛立権問のほどんどはそうした余裕を

もたず，各々！~l I司経済の難問をかかえ込んでレた 1

そして「各債権J'Ilf土、｛也の｛立構図が自白上り有利

な条件を謹告しなャょう illl淘？なく注意Lながらー

できるだけ J:.'、条イ牛を引き／l¥そうとすflわたj(/+17) 

のである。ここで参考のため1945午6月30日現在

の同日！J，］；＇ンド残高所有状況を示す去を指げておこ

う。第メ去がそれであるが、 j戸j去によれば、この

｜得点におけるポンド主主高は総計 126億6390万米ド

ル相当額で、 うむスターリンゲ地域が 101情：70（附

Fi米ドルラ JI：スターリング地域が24詰6900万米 F

Jレ合所有して U、るい後宮内中で金額が大きいi斗は

ノーノレウ T －一、 「ルゼンチンーポ／レトゲル‘すニテ

ンゲなどで、 この；jカl3昔が非スターすンゲiむj或ボ

ンドF支出ぴ）50%UI二を）？？有している。

1946年 7JJ 151--Jに治効した英米余融協定（＇）視定

；こ従－，てラ イv,1ス｛士遅くとれ 1午H1J,1tニ経｝W取

,JIに＿；＿；けふ，1:ユ F、j；よ♂第 1範時；二；，； J:: ~1 る 7ド J

F残高に対して交換性を開始しなければならな治、

った。 1947{]'7 )J 15日以前に司，ポンドの他国通貨

-{: ,1) Ll.《I，／，，どi土i、Jl- －、のちと除治、fJhι ，，JI 

たが，ぞれ以降の交換額は膨大なものとふり， 7 
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( ,L 4 l Ibid., p l自
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f’ro／，／，’Ill町入：ew York. Columl,ia llni,・ersity Press, 
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(, I, 7 l '.¥Iallalieu，什Jり．正it.,j). 21 
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の再編日立の過程を述べ． 「｛＞ド高等行政職」の構造，

社会的背景を述べたうえで，地方の開発行政の現状にふ

れ， rji央と州の立法，行政，財政，開発政策上の関連に

つい亡論ずる。

華人系住民の問題を正しく把握するためには噌彼らを

その居住する現地国の同づくりの過程のなかに位置づ

け，佼らが果たしてヤる役割を明らかにすることから始

めなければな九ない。本舎はこうした視角から取り組ん

だ共同研究の成果である。
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